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阪大近代文学研究 18 (2020. 3) 

《
資
料
紹
介
》

織
田
作
之
助
全
集
未
収
録
作
品
紹
介

随
筆
「
女
と
婦
人
」
と
談
話

既
刊
三
号
に
引
き
続
き
、
織
田
作
之
助
の
全
集
に
収
録
さ
れ
て
お
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
先
学
の
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
資
料
を

紹
介
す
る
。
敗
戦
直
後
の
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
随
筆
と
談
話
で
あ
る
。

「
女
と
婦
人
」

最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
ニ
―
)
年
四
月
一

0
日

付
「
東
京
タ
イ
ム
ズ
」
第
六
三
号
の
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
「
女
と
婦

人
」
と
い
う
随
筆
で
あ
る
。

「
東
京
タ
イ
ム
ズ
」
は
、
戦
後
お
び
た
だ
し
く
創
刊
さ
れ
た
新
し
い

新
聞
、
い
わ
ゆ
る
新
典
紙
の
―
つ
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
二
月
六
日
、

岡
村
ニ
―
が
式
場
隆
三
郎
の
協
力
を
得
て
発
刊
し
た
。
「
岡
村
を
中
心

と
し
た
文
人
仲
間
と
旧
同
盟
人
の
協
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
」
と
い
う

経
緯
、
「
小
説
や
読
み
物
の
重
視
」
と
「
通
信
社
ダ
ネ
の
重
用
」
と
い

う
紙
面
の
傾
向
、
「
創
刊
号
は
印
刷
の
都
合
に
よ
り
、
六
万
八
千
部
だ

っ
た
が
、
そ
の
後
連
日
増
加
し
て
、
三
月
十
四
日
以
後
は
毎
日
十
二
万

五
千
部
を
発
行
し
た
」
と
い
う
発
行
部
数
な
ど
、
「
東
京
タ
イ
ム
ズ
」

の
実
態
に
つ
い
て
は
、
春
原
昭
彦
の
研
究
に
く
わ
し
い

(
l
)
0

「
東
京
タ
イ
ム
ズ
」
に
お
い
て
、
文
学
者
の
随
筆
が
第
一
面
に
掲
載

さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
同
じ
一
九
四
六
年
四
月
に
は
、
一
―

日
に
金
子
洋
文
「
明
治
の
唄
」
、
九
日
に
石
川
達
三
「
文
化
人
輸
入
計

画
」
、
二
ニ
日
に
井
上
友
一
郎
「
事
実
の
強
さ
」
、
ニ
―
―
一
日
に
諏
訪
三
郎

「
天
馬
」
と
い
っ
た
随
筆
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
織
田
文
庫
に
は
、
「
東
京
タ
イ
ム
ズ
」

に
関
わ
る
書
簡
が
複
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
(
2
)

。
一
九
四
六
年
一
二
月
二

日
付
の
「
東
京
タ
イ
ム
ズ
編
輯
部
」
か
ら
の
書
簡
は
原
稿
の
依
頼
で
、

「
随
筆
四

0
0字
詰
二
枚
位
の
も
の
」
と
「
短
篇
同
五
枚
位

の
も
の
」
と
、
「
ど
ち
ら
も
一
、
二
篇
頂
け
る
と
有
難
く
存
じ
ま
す
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
四
六
年
四
月
七
日
付
の
、
東
京
タ
イ

（四）

斎
藤
理
生
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最
近
こ
ん
な
話
を
き
い
た
。

大
阪
の
今
里
新
地
つ
ま
り
色
町
だ
。
そ
こ
へ
妙
齢
の
美
女
が
来

て
『
前
借
は
一
万
五
千
円
、
衣
装
費
の
五
千
円
だ
け
現
金
で
、
残
り
の

一
万
円
は
封
鎖
小
切
手
で
結
構
で
す
』

身
売
り
に
来
た
の
だ
。
も
っ
と
も
人
身
売
買
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
か

ら
接
待
婦
と
い
ふ
名
目
だ
。

い
い
顔
だ
か
ら
、
抱
主
は
早
速
応
じ
よ
う
と
し
た
が
、
何
に
要
る
金

か
と
き
く
と

『
愛
人
が
立
候
補
を
す
る
か
ら
、
そ
の
選
挙
費
用
に
貢
ぐ
の
だ
』

と
、
言
ふ
。
な
る
ほ
ど
選
挙
費
用
な
ら
、
封
鎖
小
切
手
で
も
す
ぐ
引

き
出
せ
る
わ
け
だ
。

抱
主
は
驚
い
て
、
取
引
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
い
い
女
だ
が
、
立
候

補
す
る
や
う
な
紐
が
つ
い
て
を
れ
ば
、
う
る
さ
い
と
思
っ
た
の
で
あ
ら

ニつ

女
と
婦
人

ム
ズ
社
の
原
田
常
治
か
ら
の
書
簡
に
は
、
「
随
筆
二
篇
お
送
り
頂
き
ま

し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
り
、
作
之
助
が
随
筆
を
二
篇
執
筆

し
、
送
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
こ
の

「
女
と
婦
人
」
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

以
下
、
全
文
を
掲
げ
る
。

織
田
作
之
助

私
は
こ
の
候
補
者
の
名
前
を
知
り
た
い
と
思
ふ
。

私
の
知
っ
て
る
あ
る
婦
人
は
、
も
う
二
十
年
前
か
ら
、
亭
主
に
風
呂

を
沸
か
さ
し
て
亭
主
よ
り
も
先
に
風
呂
に
は
い
つ
て
ゐ
る
。
結
婚
し
た

日
か
ら
、
亭
主
を
阿
呆
、
阿
呆
と
馬
鹿
に
し
て
ゐ
る
こ
の
婦
人
は
婦
人

参
政
権
論
者
で
、
今
や
わ
が
世
の
春
来
れ
り
と
ば
か
り
、
口
論
の
泡
を

飛
ば
し
て
ゐ
る
が
、
私
は
か
う
い
ふ
婦
人
よ
り
も
、
一
万
五
千
円
の
前

借
を
頼
み
に
来
た
女
の
恋
人
に
、
一
票
を
投
じ
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。

そ
の
婦
人
を
落
選
さ
せ
る
た
め
に
も
、
そ
し
て
、
そ
の
女
の
志
を
遂

げ
さ
せ
て
や
り
た
い
た
め
に
も
。

こ
の
や
う
な
私
を
あ
る
ひ
は
反
動
的
と
い
ふ
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
し
か
し
、
私
は
元
来
、
『
わ
れ
わ
れ
婦
人
は
…
…
』
と
い
ふ
よ

り
も
『
私
た
ち
女
は
…
…
』
と
い
ふ
人
の
方
に
惚
れ
た
が
る
の
で
あ
る
。

棄
権
は
國
民
の
恥
辱
て
す

さ
ア
揃
つ
氏
投
稟
所
.

「
東
京
タ
イ
ム
ズ
」
一
九
四
六
年
四
月
一

0
日
第
一
面
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「
女
と
婦
人
」
が
掲
載
さ
れ
た
一
九
四
六
年
四
月
一

0
日
は
、
戦
後
、

男
女
普
通
選
挙
制
度
が
採
用
さ
れ
て
初
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ

れ
た
日
で
あ
る
。
同
日
の
紙
面
で
は
、
作
之
助
の
随
筆
の
右
側
に
「
国

民
投
票
の
日
来
る
」
、
左
側
に
「
け
ふ
ぞ
総
選
挙
投
票
日
！
」
と
い
う

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
（
図
1
参
照
）
。
そ
の
た
め
こ
の
随
筆
は
、

東
京
の
新
聞
に
載
っ
た
大
阪
の
話
と
は
い
え
、
時
宜
に
か
な
っ
た
話
題

と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

前
半
で
は
、
愛
人
を
立
候
補
さ
せ
る
た
め
に
性
を
売
ろ
う
と
す
る
女

性
の
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
混
乱
期
を
象
徴
す
る
よ
う
な
工

ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
「
私
は
こ
の
候
補
者
の
名
前
を
知
り
た
い
と
思

う
」
と
い
う
作
之
助
の
一
文
は
、
民
主
主
義
選
挙
に
お
い
て
、
愛
人
に

こ
の
よ
う
な
犠
牲
を
払
わ
せ
る
候
補
者
を
批
判
す
る
も
の
の
よ
う
に
見

え
る
。
と
こ
ろ
が
後
半
で
、
作
之
助
は
「
婦
人
参
政
権
論
者
」
の
「
あ

る
婦
人
」
を
持
ち
出
し
、
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
「
一
万
五
千
円
の
前

借
を
頼
み
に
来
た
女
」
の
肩
を
持
つ
の
で
あ
る
。

愛
人
の
た
め
に
自
分
を
犠
牲
に
す
る
「
女
」
を
評
価
す
る
。
作
之
助

は
、
そ
の
よ
う
な
自
分
の
姿
勢
が
「
反
動
的
」
だ
と
批
判
さ
れ
る
こ
と

を
自
覚
し
て
い
る
。
し
か
し
結
末
の
一
文
に
典
型
的
な
よ
う
に
、

「
女
」
と
「
婦
人
」
と
を
対
比
さ
せ
る
こ
の
文
章
に
は
、
「
婦
人
」
と

い
う
言
菓
へ
の
違
和
感
が
明
瞭
で
あ
る
。
一
方
で
、
前
半
の
女
性
に
つ

い
て
は
、
余
儀
な
く
性
を
売
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
意
志
で

こ
の
職
業
を
選
択
し
「
貢
ぐ
」
と
決
め
た
「
志
」
を
評
価
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
作
之
助
は
「
身
売
り
」
自
体
を
肯
定
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
「
婦
人
」
と
い
う
言
葉
を
「
今
や
わ
が
世
の
春
来
れ
り
と

ば
か
り
」
に
声
高
に
語
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
見
え
づ
ら
く
し
て
し
ま

う
領
域
に
お
け
る
「
女
」
の
主
体
性
に
目
を
配
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
態
度
は
、
『
夫
婦
善
哉
』
（
「
海
風
」
一
九
四
0
•

四
）
の
作

者
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
見
え
る
。
蝶
子
は
柳
吉
に
無
理
に
働
か
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
自
分
の
意
志
で
彼
を
一
人
前
に
し
た
い
と
、
む

し
ろ
柳
吉
が
鼻
白
む
ほ
ど
努
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
に
作
之
助
は
、
政
治
と
は
距
離
を
置
い
た
人
物
と
し
て
受
け
取

ら
れ
が
ち
で
あ
ろ
う
。
戦
時
中
に
時
局
的
な
小
説
を
書
か
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
『
木
の
都
』
（
「
新
潮
」
一
九
四
四
・
三
）
、
『
高
野

線
』
（
「
新
文
学
」
一
九
四
四
・
―
-
）
の
よ
う
な
私
小
説
風
の
小
説
や
、

『
猿
飛
佐
助
』
（
「
新
潮
」
一
九
四
五
・
ニ
、
「
新
文
学
」
一
九
四
五
・

三
）
の
よ
う
な
荒
唐
無
稽
な
小
説
も
発
表
し
て
い
た
。
ま
た
、
代
表
作

『
世
相
』
（
「
人
間
」
一
九
四
六
•
四
）
に
は
、
「
オ
ダ
サ
ク
」
と
呼
ば

れ
る
人
物
が
、
自
分
た
ち
は
「
左
翼
の
思
想
運
動
」
が
「
失
敗
し
た
あ

と
で
、
高
等
学
校
へ
は
ひ
っ
た
」
、
「
思
想
と
か
体
系
と
か
い
っ
た
も
の

に
不
信
」
を
抱
い
た
世
代
だ
と
語
る
場
面
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
読
売
争

議
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
に
「
読
売
新
聞
」
に
連
載
小
説
『
土
曜
夫

人
』
（
一
九
四
六
・
八
・
三

O
S
―
ニ
・
六
）
を
書
い
て
い
る
こ
と
を

青
山
光
二
に
意
見
さ
れ
た
際
に
も
、
自
分
は
「
公
式
主
義
と
は
（
右
蔑

左
翼
と
も
に
）
た
た
か
っ
て
来
た
男
」
で
、
「
い
か
な
る
時
で
も
団
体

と
は
は
な
れ
て
行
動
し
、
考
へ
る
男
」
で
あ
る
か
ら
、
「
ぼ
く
は
ヨ
ミ

ウ
リ
も
単
一
も
双
方
と
も
に
同
情
す
る
し
、
双
方
と
も
に
同
情
し
な
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「
大
阪
日
日
新
聞
」
も
敗
戦
直
後
の
新
興
紙
の
一
っ
で
あ
る
。
創
刊

は
一
九
四
六
年
二
月
一
日
。
作
之
助
は
こ
の
新
聞
に
『
夜
光
虫
』
を
連

載
し
て
い
る
（
一
九
四
六
・
五
・
ニ
四
＼
八
・
九
）
。
ま
た
、
「
坂
田
三

吉
の
こ
と
」
(
-
九
四
六
・
七
・
ニ
八
）
、
「
自
戦
記
」
(
-
九
四
六
．

七
・
三
一
）
と
い
っ
た
随
想
も
発
表
し
て
い
る
。
当
時
大
阪
日
日
新
聞

社
に
は
、
高
津
中
学
以
来
の
友
人
で
、
同
人
雑
誌
「
海
風
」
で
も
行
動

を
共
に
し
て
い
た
吉
井
栄
治
が
勤
務
し
て
い
た
。

作
之
助
が
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
た
の
は
、
三
木
喜
代
子
に
よ
る
選

挙
法
違
反
事
件
で
あ
る
。
三
木
は
、
先
に
も
触
れ
た
四
月
一

0
日
に
行

わ
れ
た
戦
後
初
の
衆
識
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
大
阪
第
一
区
か
ら
全

国
最
年
少
（
二
六
歳
）
で
当
選
。
女
性
参
政
権
が
認
め
ら
れ
て
初
の
選

挙
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
話
題
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
学
歴
を
偽
称

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
五
月
一
五
日
に
虚
偽
の
資
格
申
請
に
よ
る

選
挙
法
違
反
で
起
訴
さ
れ
た
。
一
九
四
六
年
五
月
一
六
日
付
「
大
阪
日

日
新
聞
」
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
「
婦
選
の
黒
白
い
づ
れ
・
三
木
代
議

談
話
「
起
訴
に
は
賛
成
」

い
」
と
述
べ
て
い
る

(
3
)
0

た
だ
、
作
之
助
が
政
治
的
な
活
動
を
好
ま
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
政

治
に
関
わ
る
意
見
を
持
た
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
求
め
ら
れ
な

か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
一
九
四
六
年
上
半
期
に
は
、
「
女
と
婦
人
」

だ
け
で
は
な
く
、
「
大
阪
日
日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
、
や
は
り
こ
れ

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
作
之
助
の
談
話
が
あ
る
。

起
訴
に
は
賛
成
織
田
作
之
助
氏
（
作
家
）
談
―
―
一
木
氏
が
当
選

し
た
と
き
、
な
に
か
い
や
な
予
感
が
し
た
、
た
と
へ
ば
、
彼
女
は
当
選

し
た
と
き
、
新
聞
に
男
た
ち
に
胴
あ
げ
さ
れ
て
笑
っ
て
ゐ
る
写
真
が
出

た
、
な
る
ほ
ど
代
議
士
に
当
選
す
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
だ
ら
う
が
、

彼
女
が
日
本
で
い
ち
ば
ん
若
い
女
代
議
士
と
し
て
の
今
後
の
責
任
を
感

ず
る
な
ら
ば
、
男
た
ち
に
手
足
や
胴
を
つ
か
ま
れ
て
は
し
や
い
で
ゐ
る

や
う
な
喜
び
方
を
し
な
い
は
ず
だ
、
何
と
な
く
女
の
浅
は
か
さ
を
感
じ

図
2

「
大
阪
日
日
新
聞
」

一
九
四
六
年
五
月
一
六
日
第
一
面

士
最
終
判
決
へ
三
箇
月
審
理
は
前
例
な
き
急
調
」
と
い
う
記
事
の

「
街
の
反
響
は
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
作
之
助
の
談
話
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
図
2
参
照
）
。

舷
終
判
決
ヘ

一箇
月
と

審
珂
は
前
例
な
き
怠
調

君
5
の
環
は
虞
重

●
項
＾
の
証
ひ
一

▼
 

＂ 
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た
、
果
し
て
今
度
の
起
訴
だ
、
一
個
の
女
性
と
し
て
の
彼
女
の
過
去
や

虚
偽
に
対
し
て
は
、
僕
は
石
を
投
げ
る
気
持
は
な
い
け
れ
ど
も
、
女
性

を
代
表
し
た
場
合
の
「
三
木
喜
代
子
」
と
い
ふ
女
性
に
対
し
て
は
、
こ

ん
ど
の
起
訴
に
賛
意
を
表
す
る

「
街
の
反
響
は
」
に
は
、
作
之
助
の
他
に
、
「
学
歴
よ
り
人
物
」
と
い

う
歌
舞
伎
女
優
の
中
村
芳
子
の
談
話
と
、
投
書
欄
に
投
稿
さ
れ
た
四
名

の
意
見
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

作
之
助
は
こ
こ
で
、
三
木
と
い
う
一
人
の
女
性
と
、
女
性
の
代
表
と

を
区
別
し
て
、
後
者
を
批
判
す
る
べ
き
だ
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

一
個
人
と
政
治
家
と
を
区
別
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
志
賀
直

哉
に
一
定
の
評
価
を
与
え
つ
つ
、
志
賀
直
哉
に
象
徴
さ
れ
る
文
学
は
強

く
批
判
し
た
「
可
能
性
の
文
学
」
（
「
改
造
」
一
九
四
六
・
―
二
）
と
通

底
す
る
発
想
が
う
か
が
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
作
之
助
が
政
治
活
動
に
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
さ
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
メ
デ
ィ
ア
の
側
で
は
意
見
を
求
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、

当
時
の
大
阪
に
お
け
る
こ
の
作
家
の
位
置
を
示
し
て
い
よ
う
。
作
之
助

は
こ
の
時
期
、
『
六
白
金
星
』
（
「
新
生
」
一
九
四
六
・
三
）
、
『
競
馬
』

（
「
改
造
」
一
九
四
六
•
四
）
、
『
世
相
』
な
ど
の
話
題
作
を
中
央
の
総

合
誌
・
文
藝
誌
に
立
て
続
け
に
発
表
し
、
『
夜
光
虫
』
と
並
行
し
て

『
そ
れ
で
も
私
は
行
く
』
（
一
九
四
六
•
四
・
ニ
六
＼
七
・
ニ
五
）
を

「
京
都
日
日
新
聞
」
に
連
載
す
る
な
ど
、
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
て
い

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
文
化
人
、
知
識
人
と
し
て
、
専
門
以
外

（
さ
い
と
う
ま
さ
お
／
本
学
准
教
授
）

の
政
治
・
社
会
間
題
に
対
し
て
も
ひ
と
か
ど
の
意
見
を
述
べ
て
く
れ
る

人
物
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

一
九
四
六
年
の
春
の
時
点
に
お
い
て
は
、
作
之
助
は
デ
カ
ダ
ン
な

「
無
頼
派
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
遠
い
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
随
筆
と

談
話
は
、
作
之
助
の
女
性
観
や
言
語
感
覚
と
共
に
、
今
で
は
見
え
に
く

く
な
っ
た
当
時
の
作
家
像
も
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
(
l
)

春
原
昭
彦
「
東
京
タ
イ
ム
ズ
休
刊
ユ
ニ
ー
ク
な
戦
後
新
興
紙
の

歴
史
を
振
り
返
る
」
（
「
新
聞
研
究
」
一
九
九
ニ
・
九
）
。
井
川
充
雄
『
戦
後

新
興
紙
と
G
H
Q

新
聞
用
紙
を
め
ぐ
る
攻
防
』
（
世
界
思
想
社
‘
―

1
0
0

八
、
六
六
頁
）
も
参
照
。

(
2
)

織
田
文
庫
書
簡
2
8
6
、
3
9
6
、
3
9
7
。
た
だ
し
3
9
7
は、

東
京
タ
イ
ム
ズ
社
が
関
わ
っ
て
い
た
雑
誌
「
ロ
マ
ン
ス
」
に
掲
載
さ
れ
た

『
大
阪
の
女
』
（
一
九
四
六
•
六
）
の
原
稿
料
の
領
収
書
と
受
領
書
で
あ
り
、

性
質
を
異
に
す
る
。

(
3
)

「
織
田
作
之
助
か
ら
の
手
紙
」
（
高
橋
徹
編
「
月
の
輪
書
林
古
書
目
録

十
七
特
集
・
ぼ
く
の
青
山
光
二
」
月
の
輪
書
林
、
二

0
一
四
・
―
-
）

〈
付
記
〉
本
研
究
は
J
S
P
S

科
研
費
1
7
K
0
2
4
5
0

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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